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【手続補正書】
【提出日】平成20年4月15日(2008.4.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　　【特許請求の範囲】
　　　　【請求項１】　配列番号４の可変重鎖（ＶＨ）ドメインアミノ酸配列と配列番号
３の可変軽鎖（ＶＬ）ドメインアミノ酸配列を含んでなる抗体。
　　　　【請求項２】　無傷のＩｇＧ１抗体である請求項１に記載の抗体。
　　　　【請求項３】　抗体断片である請求項１に記載の抗体。
　　　　【請求項４】　Ｆａｂ断片である請求項３に記載の抗体。
　　　　【請求項５】　請求項１から４の何れか一項に記載の抗体と製薬上許容可能なキ
ャリアを含んでなる医薬製剤。
　　　　【請求項６】　水性溶液である請求項５に記載の医薬製剤。
　　　　【請求項７】　凍結乾燥された請求項５に記載の医薬製剤。
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　　　　【請求項８】　細胞障害剤と結合してなる請求項１から４の何れか一項に記載の
抗体を含んでなる免疫コンジュゲート。
　　　　【請求項９】　請求項１から４の何れか一項に記載の抗体をコードする単離され
た核酸。
　　　　【請求項１０】　請求項９に記載の核酸を含んでなるベクター。
　　　　【請求項１１】　請求項１０に記載のベクターを含んでなる宿主細胞。
　　　　【請求項１２】　哺乳動物細胞である請求項１１に記載の宿主細胞。
　　　　【請求項１３】　チャイニーズハムスター卵巣(ＣＨＯ)細胞である請求項１２に
記載の宿主細胞。
　　　　【請求項１４】　請求項１から４の何れか一項に記載の抗体をコードする核酸を
含む宿主細胞を培養して、核酸を発現させて抗体を産生することを含む抗体の製造方法。
　　　　【請求項１５】　宿主細胞培養物から抗体を回収することを更に含んでなる請求
項１４に記載の方法。
　　　　【請求項１６】　抗体が宿主細胞培養培地から回収される請求項１５に記載の方
法。
　　　　【請求項１７】　宿主細胞がチャイニーズハムスター卵巣(ＣＨＯ)細胞である請
求項１４から１６の何れか一項に記載の方法。
　　　　【請求項１８】　回収した抗体を製薬上許容可能な担体、賦形剤または安定剤と
混合し、抗体を含有する医薬製剤を調製することを更に含んでなる請求項１４から１７の
何れか一項に記載の方法。
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